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平成 19 年 12 月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 

  

 平成 19 年 12 月期(平成 19 年 1 月 1 日～平成 19 年 12 月 31 日)の中間期における当社の業績予

想について、平成 19 年 2 月 16 日付当社「平成 18 年 12 月期決算短信（非連結）」にて発表いたし

ました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

1．平成 19 年 12 月期 中間業績予想の修正(平成 19 年 1 月 1日～平成 19 年 6 月 30 日) 

 （単位:百万円） 

 売 上 高 営業利益 経 常 利 益 中間純利益 

前回予想（Ａ） 2,410 51 60 27

今回予想（Ｂ） 2,438 25 22 6

増減額（Ｂ―Ａ） 28 △26 △38 △21

増減率 1.1% △50.9 △63.3% △77.7%

(ご参考) 前中間期実績  

 平成 18 年 6 月中間期 
2,400 21 25 14

 

2．業績予想修正の理由 

  売上高につきましては、外食向けラーメンスープ及びめんつゆなどの業務用スープ等の販売

が伸びたことにより 2,410 百万円(前年同期比 1.5%増)となる見込みであります。 

  一方、利益につきましては、原材料、包装資材等の値上がりの影響を受けたことに加え、製

造原価低減に向けた北海道、関東の主力工場での生産性向上活動による成果が遅れたことによ

り、営業利益は 25 百万円(前年同期比 19.0%増)、経常利益は 22 百万円(前年同期比 12.0%減)

となる見込みであります。 

中間純利益につきましても、上記の理由により 6 百万円(前年同期比 57.1%減)となる見込み

であります。 

なお、通期の業績予想につきましては、遅れを取った生産性向上活動の再構築に努め、現時

点におきまして平成 19 年 2 月 16 日に公表いたしました平成 18 年 12 月期決算短信（非連結）

の業績予想からの変更はありません。 

 

 

 (注)上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値とは異なる可能性があります。 

以 上 


